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１ 目的.
、 、近年 分娩時の低カルシウム( )血症に起因する起立不能症の発生が増加傾向にありCa

その早急な対策が求められている。また、分娩前飼料におけるナトリウム( )、カリウNa
ム( )の陽イオンと塩素( )、イオウ( )の陰イオンとのバランス( )が低 血症発K Cl S DCAD Ca
症と関係のあることが報告されている。そこで、 と発症との関係について明らかDCAD
にするとともに、陰イオン塩給与による低 血症の予防効果について検討する。Ca

２ 方法.
)分娩前給与粗飼料のイオンバランスと起立不能症発症率との関係1
)陰イオン塩製剤の添加量2
( )陰イオン塩製剤の および 添加による検討1 6% 3%

( )陰イオン塩製剤の 添加による検討2 4.5%
)分娩前の陰イオン塩給与による低 血症の予防3 Ca
( )チモシー主体飼養時における予防効果1
( )アルファルファ主体飼養時における予防効果2

)大規模農場における陰イオン塩給与による低 血症予防の実証4 Ca
３ 成果の概要.

)９農場における分娩前の給与粗飼料成分と起立不能症発症率について調査したとこ1
ろ、推定 ({[ ] [ ]}－{[ ] [ ]})が高い粗飼料、とくに 乾物 以DCAD Na + K Cl + S +250mEq/ kg+ + - 2-

上の粗飼料を給与していた農場で起立不能症発症率が高い傾向にあった(図 )。1
) ( )陰イオン塩製剤( 含有 乾物 )を混合飼料に乾物中 およ2 - 1 Cl:8.7% ,DCAD:-2980mEq/ kg 3%
び 添加して泌乳牛に給与したところ、 添加では効果が期待できず、 添加では6% 3% 6%

、 。飼料摂取量と乳量が低下したことから いずれも添加量として適切ではなかった(表 )1
( )前試験と同様に 添加について検討したところ、血液 の低下(表 )および- 2 4.5% pH 2

尿への 排泄増加(図 )から効果が期待され、飼料摂取量と乳量への影響もなかったCa 2
こと(表 )から、添加量として適切と考えられた。2

) ( )経産乳牛に対して分娩前２週間、陰イオン塩製剤を乾物中 添加した混合飼3 - 1 4.5%
料を給与することによって、低 血症(血清 濃度が 以下)を示した頭数は低Ca Ca 7.5mg/dl
減し(表 )、陰イオン塩給与による低 血症の予防効果が示唆された。3 Ca

- 2 Ca( )分娩前の経産乳牛をアルファルファ主体で飼養したところ ４頭中２頭が血清、

濃度 以下の重度の低 血症を示したが、陰イオン塩製剤を乾物中 添加す6.0mg/dl Ca 4.5%
ることにより、その発症は抑えられた(表 )。4
)十勝管内の大規模農場において、分娩前の経産乳牛に対して陰イオン塩製剤を乾物中4
約 添加したところ、起立不能症発症頭数は減少する傾向であった(表 )。4% 5

以上のことから、分娩前給与飼料のDCADが高いと低Ca血症の発症が多くなること、また、そ

のような場合、陰イオン塩を給与することにより低Ca血症発症率の低減が可能であることが示さ

れた。
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図1 9農場における給与粗飼料の 図2 飼料変換による尿Ca/クレアチニンの推移

推定DCADと起立不能症発症率との関係 (A群：対照区→4.5%区、B群：4.5%区→対照区)

表1 陰イオン塩6%および3%添加試験 表2 陰イオン塩4.5%添加試験

乾物摂取量 乳脂肪 補正 週後の 乾物摂取量 乳脂肪 補正 週後の4% 2 4% 1
kg/ kg/ pH kg/ kg/ pH処理区 ( 日) 乳量( 日) 静脈血 処理区 ( 日) 乳量( 日) 静脈血

16.8 1.4a 19.0 3.5a 7.37 0.03a 19.9 1.6 25.6 2.1 7.35 0.02a6% 4.5%区 区± ± ± ± ± ±

18.8 1.3b 22.7 1.7b 7.41 0.03ab 21.1 1.7 27.5 3.5 7.40 0.02b3%区 対照区± ± ± ± ± ±

対照区 平均値±標準偏差 異文字間に有意差( < )18.9 1.6b 21.9 3.4ab 7.43 0.04b± ± ± n=6, ,ab: P 0.05

平均値±標準偏差 異文字間に有意差( < )n=9, ,ab: P 0.05

表3 チモシー主体飼養での予防効果

血清 ～ の頭数 血清 以下の頭数DCAD Ca7.5 6.0mg/dl Ca6.0mg/dl

処理群 分娩当日 分娩翌日 分娩当日 分娩翌日( 乾物 )mEq/ kg

～ ( ) ( ) ( ) ( )給与群 -32 +13 2/8 25% 1/8 13% 0/8 0% 0/8 0%

～ ( ) ( ) ( ) ( )対照群 +158 +180 3/9 33% 5/9 56% 0/9 0% 0/9 0%

表4 アルファルファ主体飼養での予防効果

血清 ～ の頭数 血清 以下の頭数DCAD Ca7.5 6.0mg/dl Ca6.0mg/dl

処理群 分娩当日 分娩翌日 分娩当日 分娩翌日( 乾物 )mEq/ kg

～ ( ) ( ) ( ) ( )給与群 +139 +144 1/4 25% 1/4 25% 0/4 0% 0/4 0%

～ ( ) ( ) ( ) ( )対照群 +264 +284 0/4 0% 0/4 0% 2/4 50% 2/4 50%

表5 大規模農場における実証試験

DCAD

処理期 起立不能症発症頭数(割合)( 乾物 )mEq/ kg

～ ( )給与期 -29 +17 1/28 4%

～ ( )無給与期 +137 +145 12/75 16%

４ 成果の活用面と留意点.
①陰イオン塩の給与は、給与粗飼料の を 乾物 以下にすることが困難DCAD +200mEq/ kg
な場合に行うのが望ましく、その期間は乾乳後期に限定する。

②陰イオン塩は嗜好性が良くないので、混合飼料で給与するのが望ましい。

③陰イオン塩の給与にあたっては採食量、尿 を注意深く観察する。pH

５ 残された問題とその対応.
陰イオン塩給与時に添加する 給与レベルと適切な 剤の検討Ca Ca
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